ダンス・カリキュラムに関する一考察―本学学生の質的変容の実態と学習内容の関係から― by 林 真幾子

























1. 期 間：平成元年4月～平成 2年 2月




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1. Dance Warm-up (約 5分）























1. 方 法：質問紙法による調査（自由記述および制限回答）を 4月授業開始時と翌年 2月
最終授業時に行った。調査に要した時間は各回とも20分。
2. 調査項目：第 1 回•第 2 回とも共通で下記の通りである。
1) ダンスの本質について（実態を把握するため，選択肢を作らず自由記述とした）
2) ダンス教育の意義について( I ) 
3) ダンスに関して知っている専門用語・関連語について（自由記述）




① 項目 1~2は自由記述の中から key-wordに類する語彙を抽出， 1人当りの摘出頻度
を求めた。尚， key-wordは横山3).松本4)5)の著述をもとに，筆者が選定した。
② 項目 3は学習指導全書〈舞踊用語〉にそって分類し 1人当りの摘出頻度を求めた。
③ 項目 4は記載語句を分類の上， 1人当りの摘出頻度を求めた。
④ 項目 5 は実数をもとに，履修前•履修後それぞれの差の検定を行い比較した。
Il. 結果と考察
1. ダンスの理論的理解と変容について





であることが端的に窺える。履修後には「地域・時代」 「陶酔」 「コミュニケーション」 「鑑
賞」 「構造要因」等，僅かではあるが原理や発生にまで言及するものの増加がみられる。しか
し，履修前と比較して大差はなく，総論的な視野からの成長に偏りがあることは否めない。
表3 ダンスの本質について 表4 ダンス教育の意義について
ー一人当たりの摘出頻度一 ー一人当たりの摘出頻度一
Key-word 履修前 履修後 Key-word 履修前 履修後
人 間 形 成 (3) 0.01 (14) o. 05 文 化 理 解 (4) 0.01 (14) 0.05 
発 生（ 地域・時代） (11) 0.04 (23) 0.08 人間教育（情操） (17) 0.06 (1.22) 0,43 
.. 
伝 統 (0) 
゜
(9) 0.03 浄化（セラビューティック） (3) 0.01 (1 1.) 0. 04 
ー・ ・- 
陶 酔（楽しむ） (28) 0.10 (52) 0.18 自 己 開 発 (9) 0.03 (20) 0.07 
コミ ュ ニケーショ‘ノ (3) 0.01 (22) 0.08 個 性 化 （ 自 己 実 現 ） (59) 0.21 (124) 0.44 
云9 9 術 的 形 成 (2) 0.01 (4) 0.01 社会化（コミュニケーショソ） (29) 0.10 (212) o. 75 
個 性 (53) 0.19 (43) 0.15 発 達 (0) 
゜
(IO) 0.04 
表 現 (221) o. 78 (220) o. 78 創造的・惑動的行動 (20) 0.07 (157) 0.56 
創 出（創造 ） (25) 0.09 (47) 0.17 生涯教育（生涯スポーツ） (0) 
゜
(2) 0.01 
美 的 体 験 (4) 0.01 (11) 0.04 課題解決・達成 (3) 0.01 (17) 0.06 
踊る （ 舞う・演じる） (44) 0.16 (31) 0.11 身体運動（リズミカル） (150) 0.53 (64) 0.23 
身 体 ． 運 動 (212) o. 75 (207) 0.73 発 想 . 表 現 力 (185) 0.67 (166) 0.59 
リ ズ ミ 力 Iレ (19) 0.07 (17) 0.06 構 策 力 (3) 0.01 (45) 0.16 
観 る （鑑賞） (1) o.o (16) 0.06 理 解 ． 窃a 識 力 (O) 
゜
(11) 0.04 
種 類 (0) 
゜
(6) 0.02 評 価 力 (0) 
゜
(3) 0.01 
構造要因（空間•時間・カ性） (1) o.o (16) 0.06 踊 る (14) 0.05 (21) 0.07 
摘 出 総 数 (627) 2.22 (738) 2.62 楽しむ（楽しさ） (24) 0.09 (178) 0.63 
（）内は摘出実数
創 る (62) 0.22 (148) 0.52 
観 る (0) 
゜
(14) 0.05 
N , A  (7) 0.02 (0) 




















履 修 前 履 修 後
摘出語のグルーブ
内 訳 摘出頻度 実数 実薮 摘1,頼度 内 訳
緊張51,解緊50 0.36 101 I l身休に関する用語 83 0.29 緊張39,解緊42, ヒール 1' 身休 1
| 
ステッブ（ツーステッブ60, スキップ 2.71 763 ：某礎的な身休渾動 1584 5.62 バレエ某木テクニック（プリエ 143, グラン/
60, ウォーキソグステッブ56等） 362 I に関する用語 プリエ68,アラペスク43等） 558
その湯の運動（蛇動61,倒46,振動25 I ステップ（ツーステップ87，ギャロッブステ
等） 194 I ップ56, ウォーキングステップ50等） 454
移動運動（ジャンプ66,回転39等） 107 I その忠の渾動（蛇動引，バランス47,根勒31
バレエ某木テクニック（プリエ15,,: I 等） 257 
ッセ等） 60 舞’ 移動渾動（ジャンプ 124, ターソ95等） 241
フレックス25,感情価 7' コントラク I 感情価32, フレックスZ3 ，コントラク、ン •‘/6
I 
ション 4，自然運動 4 I 自然渾動 3, その他 9
リズム 3' 高低 1 0.01 4 踊 I  Jt．踊渾勒形成に関 121 0.43 窄問袢（スペース29,I/ペル 5等） 42，リズム27
lする用語 時間性（拍17,テンポ4等） 24,エフォート 16
I 力性（アクセント 10,力性 1)11，表現渾動 1
用 1
フレーズ13,模倣 7. モティーフ 5. o. 11 31 l作品形成に関する 601 2.13 人的構成（デュオ55, トリオ48, ソロ 28等）
イメージ 3'表現 2' 即興 1 l用語 218, フレーズ 133，モティーフ 111,
語I 動きのデッサン等45,イメージ42, テーマ16
I その他（舞踊作品 7，表現5，構成4等） 36
＇ 
形式（カノン19, ユニゾソ 7, ロンド 0.12 35 l美的原坪に関する 275 0.98 形式（カノン 112, ユニゾ ‘/89等） 209 
4) 30,恋化と統一（コントラスト 3, l 用語 穿化と統一（コントラスト 26, ｀ンメトリー15




レオクード 2 o.o 2 I 1浪Il計画・演枝に 61 0.22 舞台（上手16,下手16,板付き 9等） 49
1関する用語 1．涼（場あたり 3)3 
I  その他（はける 8, フェイドアウト 1)9 
゜
〇 学習・櫛言に「対する用語 1 0.04 グルーピソグ4,渾動諌顆2,イメージ課顆 2,
課顆 1，発表 1， カリキュラム 1
ジャズク・、ノス 215, フォークダンス 169, 3.96 1117 ジャンルに関する用語 1224 4,34 フ＊ークダンス 198, ジャズダンス 154, 社交タ・
社交ダンス 157,モダンダンス 84, 創作 （名称） ンス 153,倉LJ（乍ク乃／ス 118, モク・ンダンス 92,
ダンス 84, クップダンス等 408 ワルツ 77, クップダンス守;4:J2 
教育41,国内舞踊家32,国外舞踊家20 0 3.1 93 人 名 177 0 63 国内舞踊家78,国外舞踊家66,教脊33
観音開き 9,バーレッスン 7,キープ等 0.09 26 そ の 他 355 1.26 プレインストーミンク'86,バーレッスン 78,
10 ウ＊一ムアップ26,キープ25,
リレイション等 140






















表6-1 3年次の授業で心に残ったこと 表6-2 心に残った学習内容
摘出実数 時間 実数 摘出頻度 主 な 内 容
摘出 事 項
摘出頻度
主 な 内 容 1 2 0.01 伝統のオリジナル化が興味深かった。等
783 0.49 ＂表現する動き’'の考え方が容易になった。等
毎時の学習内容 （別掲・表 6-2参照）
2 3 ]137 









I'- 艦 賞 観ることの意味
門 0.23 




5 75 0.27 省ニネでは表現できない。ひと流れということがわかった。等
6 79 0.28 照明の効果。非日常の空閣。気持ちがよかった。等
7 105 0.37 身人体が関がいわたってかでったきがるお，動もいしたろさとが実感あでったき。た。 等
期
8 J I o.o ， 
10 
゜ ゜11 5 0.02 
12 22 0.08 指導するということは大変なことだ。等
13 J 3 0.01 
14 
15 34 0.12 道具をつかった表現がおもしろかった。等
16 






















゜ ゜［ 87 創り方の方法 構造理解0,31 
-と プレイン 54 アングルの広もがり
ストーミング 0.19 意外性のお しろさ
23 ， 0.03 
ユ] 35 0.12 恥照最ず後明かといでさう踊はこ全るとのでく真なは剣かにやたち。がった。
25 の下し 気持っ いい。等
26 
゜ ゜総実数 783 2.78 




























表7-1 おどることが 表7-2 つくることが 表7-3 みることが
履修前11261 112 1 44 
履修後1177 83 22 
三通I嫌いI計
履修前 21 l 126 -| 135 
好きI普通I嫌いI計 1 が値
(d.f.=2) 
履修前1178/ 96/ 81282可 153. 7宙
** 360.064 
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